
92 藻類第24巻第3-1号昭和51年9月

熊谷信孝キ: アミジゲサ自の形態発生 XI

ジガミゲサとコナウミウチワの四分胞子発生

Nobutaka KUMAGAE*: Morphogenesis in Dictyotales XI 

Tetraspore germination of Stypopodium zonale and Padina crassa 

アミジグサ自植物の胞子発生は，これまでに COHNll，REINKE2l， WILLlAMS8l， CAR-

TER・九 ROBINSON5>， HAUPT円猪野町西林・猪野ベ熊谷・猪野円熊谷10>・1幻， LIDDLE11l 

らによって観察され，属や種により特徴的であることが報告されている。この点につい

てさらに知見を得るために，ジガミグサStypopodiumzonale (LAMOUROUX) P APENFUSS 

とコナウミウチワ Padinacrassa Y AMADAの四分胞子の初期発生を観察した。

材料と方法

ジガミグサは1967年10月20日と1975年10月25日に福岡県津屋崎町で採集された。四分

胞子襲は葉状体の裏面の中央部に散在する。コナウミウチワは1959年7月17日に瀬戸内

海の塩飽諸島の小槌島で，また1957年9月13日に津屋崎町で採集された。四分胞子褒は

裏面に重圏状の胞子褒群として多数形成される。

胞子の採集には，if'i過海水を入れた小型水槽にスライドグラスを敷き，その上に葉状

体の胞子褒をつけた面をガラス面にむけて並べた。培養容器は室内に静置し，とくに光

や温度の人為的なコントロールは行わなかった。なお培養用の海水は一週間おきに交換

した。

観 察

1.ジガミゲザの胞子発生

本実験においては，四分胞子はスライドグラスに付着しにくく，わずかな振動で遊離

するものが多かった。また胞子には黒褐色で発芽不能なものがあり，黄色の正常と思わ

れるものの発芽率も約60%と低い値を示した。直径は40-60μmの範囲で，約50μmの

ものが最も多い (Fig.1， 1)。 これらの他に直径65ー75μm を示すものもあったが，

これは四分胞子褒の内容が分裂することなくそのまま放出されたものと思われる(Fig.I，
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e 
Fig. I. Genninution of tetrapores in Stypoρodiutn zonale 
1. Tetraspore. 2-9. Germlings of the tetraspores， showing various stages in 

development. 10. Liberated tetraspore mother cell. 11-13. Germlings of 

the tetraspore mother cells， showing various stages in development. All fig. 

ures， x 150. 
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胞子は放出後約24時間で仮復の始源、で、ある突起部を形成する (Fig. 1， 2)。突起部

は伸長すると，その付け根付近に最初の分裂が起こり，発芽体は胞子細胞と仮根細胞に
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分かれる。上部の胞子細胞は中央部で第一分割と同じ方向に分裂し二つの細胞に分かれ

る場合 (Fig.1， 3) と， 平行するこ回の分裂で三つの細胞に分かれる場合 (Fig.1， 

4) とがある。 続いて縦分裂が起こり， 発芽体l土多細胞塊になる。 この頃から多細

胞塊に続く仮恨細胞の部分は生長して長軸に直角に分裂するとともに，長軸にほぼ平行

の分裂も起こるので柔組織となり，したがって最初の胞子体の部分は謝別しにくくなる

(Fig. 1， 6)。 放出後12日目， 多細胞塊の上部の細胞に色素を多〈含む突起がつくら

れ， 業状体の形成が見られ始めた (Fig.1， 5， 6)。突起部は発芽体の長軸に平行に

数回分裂し (Fig. 1， 7)，成体に見られる縁辺生長に与る細胞群を形成する。その後，

発芽体の上部は縁辺生長を行うことにより次第にうちわ形の葉状体となる (Fig. 1， 

8， 9)。まれに突起部が糸状に伸びたのち，先端の細胞から扇平な葉状体が形成される場

合もある。放出後20日頃まで，一個の発生体に仮恨は一本である。仮根を構成する個々

の細胞はあまり伸長せず，筆者が先に観察した他のアミジグザ科植物より短かいようで

ある。多細胞塊に編入された仮根部分やそれに近い部分では，細胞は色素体を多く有す

るが，末端に向かうにつれてその数は減少し，末端近くではほとんど透明となる。しか

しその先端部には黄色の色素が含まれる。発生体は胞子と同様にスライドグラスに付着

しにく L、。

四分胞子母細胞が分裂することなく，そのまま胞子獲外に放出される現象の見られる

ことは先に述べた。この胞子褒の内容は四分胞子に似た発生を示す。すなわち，初めに

突起部が一個つくられ (Fig. 1， 11)。 これは伸びて仮根細胞となる。胞子母細胞か

らの発芽体である多細胞塊は四分胞子のそれより構成細胞数が多い。放出後12日目には，

多細胞塊の頂部の細胞は葉状体形成のための突起を生じたが (Fig. 1， 12)， 後に数回

分裂して扇形の禁状体を形成した (Fig.1， 13)。一次仮恨は一つの発生体に一本で

あるが，四分胞子の場合より早く二次仮根を生ずる。仮恨細胞が長軸に平行に分裂して

柔細胞を形成する状態は見られなかった。

2.コナウミウチワの四分胞子発生

四分胞子は球形，直径 47ー 71μmで， 66μm前後のものが最も多L、。四分胞子母細

胞の内容がそのまま放出されたと見られるものは少数である。四分胞子は放出後12時間

以内に入射光に対し負の方向に突起をつくる (Fig. II， 2)。 突起が伸長すると第一

分割監が形成され，発芽体は胞子細胞と仮根細胞に分かれる。この分割は突起部の付け

根付近に起こる場合 (Fig. II， 3) と突起部の中央部で起る場合 (Fig. II， 4) と

がある。前者の場合，胞子の部分における最初の分裂の起る位置はほぼ中央部でそれは

仮根部の第一分割壁に平行に起る。続いてその上位細胞がそれらの分裂菌に直角に分裂

する (Fig.II， 5)。 後者の場合は第一分割壁に平行に胞子の部分に分裂が2回起り，

続いて中央部または上位の細胞が縦に分裂する (Fig. II， 6)。 放出後4日目には，
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Fig. II. Germination of tetraspores in Pa釘f口lacrassι 

1. Teti3spore. 2-14. Germlings of tetraspores， showing various stages in 

development. 1-8， x216; 9-14， X151 
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頂部の細胞は葉状体形成のための隆起を生じ 5日自には分裂して馬平な細胞に変わる

(F】g.ll， 7)。胞子の部分はこの頃まで容積の増加をみないが， その後分裂が進み多
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細胞塊になり，全体も大きくなる。突起部の先端の細胞は生長点になり，分裂をくりか

えして円柱形の葉状体に生長する (Fig. II， 8-11)。 葉状体の下部の細胞は上部の

細胞ほど分裂が頻繁でないので，多くの発生体では，多細胞塊と葉状体との境目にくび

ができる (Fig. II， 8-10)。一つの四分胞子につくられる葉状体は普通1個であるが，

時に2個の場合がある (Fig. II， 12)。 また多細胞塊の発達が悪く，そこに葉状体を

形成できないものでは，多細胞塊に近い仮根上に突起を生じ，それが葉状体に生長する

こともある (Fig. II， 13， 14)。仮根は単列で分校しなし、。一次仮根は一本であるが，

放出後10日目頃から多細胞塊の上部の細胞や葉状体の基部の細胞から二次・三次の仮根

が伸出した (Fig.II， 10， 11)。

考 察

ジガミグサとコナウミウチワの生長した葉状体は基本的には扇形であるが，発生様式

は互に異なる。特に葉状体形成の面で著しく，ジガミグサの葉状体は初めから扇平であ

るのに対し， コナウミウチワは初め頂端生長を行なって多細胞塊と同じような円柱形の

部分を生じる。後者にあっては，これ以後の発生観察は失敗したが，円柱部が長く伸び

たのちに，その先端に縁辺生長を行なう葉状体が形成されると思われる。ジガミグサに

似た葉状体形成はシマオオギ Zonariadiesingiana J. AGARDH9l，へラヤハズDictyo・

pteris prollfera (OKAM.) OKAMURAI0l，シワヤハズ D.undulata HOLMES12l，コモγ

グサ SpatoglossUnlpacijiclllll YEND012lなどでみられ， コナウミウチワに似たそれは

同属のオキナウチワ Padinajaponica YAMADA8lにみられる。

稿を終えるにあたり，校闘をいただいた岡山大学名誉教授猪野俊平博士に心から感謝

の意を表する。

Surnrnary 

The germination of tetraspores in Stypopodium zonale (LAMOUR.) PAPENFUSS 

and Padina crassa YAMADA was observed. In S. zonale， the germinating spore devel-

oped into the cellular body which was fan shaped， whereas in P. crassa it was co・

lumnar in shape. It is interesting to note that although these two species have 

the adult thalli showing fan shape， their early stages in development are mor-

phologically fairly di妊erentfrom each other. 
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